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　新たな一歩を刻む宝達中学校入学式。
緊張した面持ちの新入生代表が希望を胸
に力強く誓いの言葉を述べました。その
初々しく堂々とした姿に、会場は温かな
拍手で包まれ、輝しい学校生活の幕開け
にふさわしい一日となりました。 宝達志水町議会HPへ

宝達志水町議会だより

●この議会だよりが町民の皆さんと議会を「つなぐ」存在になれば
　という思いをこめて、タイトル（愛称）を「つなぐ」としました。



 第84号　宝達志水町議会だより （２）

定例
会

第１回

安心して住み続けられる
まちづくりを

高校生の通学定期券購入に補助
NEW

どんな内容？ 735万円

町外の高校へ、鉄道を利用し通学するために
必要な通学定期の購入費用に対し補助する。

定期券購入額に対し、５千円～３万円

保育所施設の適正管理に

どんな内容？
１億 5,912万円

相見保育所の空調設備更新や北大海第一保育所
砂場枠交換工事を行い、快適な環境を整備する。
また、旧北部保育所を解体する。

子
育
て
支
援

―
令
和
８
年
度
当
初
予
算
―

免田駅前駐車場等を宅地に

NEW

どんな内容？ 2,188万円

１　住環境の整備と定住人口の拡大を図るため、
宅地造成に着手する。

２　町内で宅地開発を行う民間事業者に対し補
助を行う。

中間管理住宅を整備して貸し出す

どんな内容？
4,002万円

１　空き家を改修し、移住定住者向けに賃貸する。
２　関係人口創出イベントを開催。
３　若者通勤サポート補助金を拡充する。
４　町出身学生を移住フェアのスタッフとし、
　　若年層移住者の掘り起こし強化へ。

移
住
・
定
住
促
進

旧北部保育所

免田駅前駐車場

NEW

NEW
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注目事業
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

消防第３･４分団の詰所整備工事
どんな内容？ ２億 9,268万円

災害に備え、安全・安心に暮らせる町づくりを
めざし、地域の消防、防災力の強化を図る。

１　消防団第３・４分団詰所整備工事、施工監
理業務

２　耐震性防火水槽整備工事
３　消火栓更新工事に係る負担金
４　集落のホース格納箱、ホース等更新に係る
助成金

防
災

農産物のブランド化推進
どんな内容？ 1,698万円

１　高級ブランド米の創出に新たに取り組み、
担い手の育成を図る。

２　生産施設整備や農業機械導入にも支援し、
産地づくりを実施する。

農
業

町武道館や周辺の復旧工事
どんな内容？ ２億 2,576万円

能登半島地震により被災した町武道館や周辺の
復旧工事を実施する。

ス
ポ
ー
ツ

役場組織の新設
ふるさと納税で得た自主財源の有効活用、計画的な住宅環境の整備を目的として、
企画情報課内にまちづくり公社準備室を設置する。

主な事業 公社の設立時期

１　宅地開発
２　ふるさと納税産品（売れるもの）の開発

令和９年４月（予定）

被災した武道館弓道場

NEW

消防団第３・４分団詰所整備地

NEW
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委員会からの審査報告

3/4 総務産業建設常任委員会
総務産業建設常任委員会は、総務課、企画情報課、財政課、商工観光課、税務住民課、環境安全課、
農林水産課、地域整備課、会計課が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。

　委員長／岩根信水　副委員長／松浦文治　委員／北 信幸、林 稔、西塔正樹、松本由理子

問　

防
犯
灯
な
ど
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ

い
て
、
令
和
８
年
度
は
25
基
を
更

新
す
る
と
し
て
い
る
が
、
防
犯
的

に
も
早
く
更
新
す
べ
き
と
考
え
る
。

更
新
計
画
を
教
え
て
ほ
し
い
。

答　

町
管
理
の
防
犯
灯
・
街
路
灯

は
８
６
４
基
あ
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の

交
換
済
み
が
７
２
５
基
で
、
残
る

１
３
９
基
に
つ
い
て
も
計
画
的
に

更
新
し
、
令
和
12
年
度
の
完
了
目

標
と
し
て
い
る
。
努
め
て
早
期
に

完
了
し
た
い
。

問　

消
防
施
設
整
備
費
に
、
詳
細
な

地
盤
調
査
費
と
あ
る
が
こ
れ
は
何

か
。

答　

町
消
防
団
第
３
・
第
４
分
団
の

詰
所
を
整
備
す
る
際
の
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
費
。
当
初
は
災
害
公
営
住

宅
の
地
盤
調
査
の
諸
元
を
利
用
で

き
る
と
考
え
て
い
た
が
、
改
め
て

調
査
が
必
要
と
な
っ
た
も
の
。

問　

宝
の
な
ぎ
さ
交
流
促
進
事
業
に

つ
い
て
、
バ
イ
ク
は
雨
天
時
に
屋

根
が
あ
る
方
が
良
い
と
思
う
が
、

整
備
す
る
予
定
は
な
い
か
。ま
た
、

車
に
関
し
て
電
気
自
動
車
対
応
の

設
備
は
考
え
て
い
な
い
か
。

答　

屋
根
設
備
や
電
気
自
動
車
対
応

設
備
の
整
備
は
、
現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
。
今
後
、
そ
の
よ
う

な
要
望
が
あ
れ
ば
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問　

柳
瀬
会
館
再
建
の
受
益
者
負
担

が
事
業
費
の
10
％
と
な
っ
て
い
る
。

当
初
計
画
時
と
比
べ
、
建
設
費
が

高
騰
し
て
い
る
。
増
額
が
必
要
と

考
え
る
が
、
町
の
対
応
は
。

　
答　

今
後
、
柳
瀬
会
館
の
外
構
工
事

も
あ
る
の
で
、
地
元
負
担
に
つ
い

て
区
の
要
望
も
聞
き
な
が
ら
対
応

を
考
え
て
い
き
た
い
。

3/2教育厚生常任委員会
教育厚生常任委員会は、健康福祉課、健康づくり推進室、子育て応援室、学校教育課、
生涯学習課が所管する予算その他の案件について審査を担当しています。

　委員長／勝二正人　副委員長／久保喜六　委員／北本俊一、守田幸則、塚本勇仁、松井世己子

問　

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）
に
つ

い
て
、
新
規
事
業
だ
が
、
保
育

士
の
負
担
は
あ
る
の
か
。

答　

全
国
的
に
、
令
和
８
年
度
か

ら
開
始
と
な
る
。
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
用
に
ひ
と
り
専
任

を
配
置
す
る
。

問　

管
外
保
育
に
つ
い
て
、
令
和

７
年
度
現
在
の
人
数
と
令
和
８

年
度
の
人
数
に
つ
い
て
教
え
て

ほ
し
い
。

　
答　

令
和
７
年
度
に
つ
い
て
は

年
度
当
初
10
名
、
現
在
は
11
名
。

令
和
８
年
度
に
つ
い
て
は
11
名

の
予
定
で
あ
る
。

　

３
月
委
員
会
で
は
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
を
含
む
９
議
案

と
報
告
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
速
や
か
に

　

３
月
委
員
会
で
は
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計

予
算
を
含
む
９
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

LED化した防犯灯

子
育
て
世
帯
へ
の
大
胆
な
支
援
を
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問　

出
生
数
が
30
人
以
下
と
い
う
こ

と
で
、
子
育
て
支
援
と
し
て
何
か

施
策
を
行
っ
た
の
か
。

答　

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
の
施

策
や
、
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
な

ど
子
ど
も
を
産
め
る
よ
う
に
す
る

と
い
う
施
策
に
つ
い
て
は
手
厚
く

実
施
し
て
い
る
。

問　

社
会
福
祉
協
議
会
運
営
事
業

費
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
は
何
名

か
。
ま
た
、
社
協
の
人
員
を
当
て

る
の
か
。

答　

社
会
福
祉
士
を
１
名
配
置
す
る

と
社
協
か
ら
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、

１
名
の
み
で
活
動
す
る
の
は
な
く
、

社
協
次
長
、
地
域
福
祉
係
３
名
と

と
も
に
対
応
に
あ
た
る
。

問　

旧
押
水
野
球
場
を
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
に
整
備
す
る
計
画
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

多
額
の
経
費
が
か
か
る
も
の
も

あ
る
た
め
、
体
育
施
設
全
体
の
在

り
方
を
整
理
し
、
優
先
順
位
を
決

め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

中
学
校
冬
期
バ
ス
に
つ
い
て
、

相
見
校
下
が
バ
ス
を
利
用
で
き
な

い
こ
と
に
対
し
何
度
も
質
問
し
た

が
、
利
用
で
き
な
い
と
の
回
答

だ
っ
た
。
相
見
校
下
の
中
で
も
南

吉
田
、
宿
な
ど
は
遠
い
。
校
下
で

は
な
く
地
区
で
検
討
す
る
必
要
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
は
様
々
課

題
が
あ
る
。
中
学
校
冬
期
バ
ス
運

行
に
つ
い
て
は
、
今
後
調
査
の
上
、

見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

小学校体育館の空調設備を視察

3/3 病院運営特別委員会
病院運営特別委員会は、宝達志水病院の運営に関する予算その他の案件について審査を担当しています。

　委員長／松浦文治　副委員長／松本由理子　委員／守田幸則、塚本勇仁、松井世己子、西塔正樹

問　

令
和
８
年
度
は
、
ど
の
よ
う
に

収
益
を
増
や
す
の
か
、
目
指
す
と

こ
ろ
は
。

答　

病
院
の
収
益
は
診
療
報
酬
で
決

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
外

来
で
は
必
要
な
検
査
を
適
正
に
実

施
し
、
入
院
で
は
病
床
機
能
の
最

適
化
な
ど
に
よ
り
、
収
益
を
増
や

し
て
い
き
た
い
。

問　

外
国
人
の
受
診
状
況
と
未
収
金

の
有
無
に
つ
い
て
。

答　

町
内
ま
た
は
近
隣
に
住
む
少

数
の
外
国
人
が
受
診
し
て
い
る
が
、

外
国
人
旅
行
者
の
受
診
は
な
い
た

め
、
未
収
金
の
問
題
は
発
生
し
て

い
な
い
。

問　

外
部
侵
入
者
に
対
す
る
防
犯
対

策
は
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る

か
。

答　

院
内
へ
の
入
り
口
と
な
る
正
面

玄
関
、
救
急
搬
送
口
及
び
職
員
通

用
口
の
３
カ
所
を
は
じ
め
、
各
階

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
階
段
付
近
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
常
時
撮

影
し
て
い
る
。

　

３
月
委
員
会
で
は
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
を
含
む
６
議
案
を

審
査
し
ま
し
た
。

人
手
不
足
の
解
消
と
健
全
な
病
院
運
営
を宝達志水病院の

被災状況を視察
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条
例
案
で
宿
日
直
手
当
の
改
定
額
を

「
１
万
円
と
し
た
」
基
準
は
何
か
。

第
１
回
定
例
会
の
質
疑

議
案
を
チ
ェ
ッ
ク

久
保
議
員

参
事
兼
総
務
課
長

問答
　

宿
直
業
務
は
、
閉
庁
後
に
出
生
、
死

亡
、
婚
姻
届
な
ど
緊
急
性
の
高
い
届
出
の

受
理
の
ほ
か
電
話
や
来
庁
者
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
、
災
害
の
発
生
時
の
初
期
対
応
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
り
対
応
が
求
め
ら
れ

る
。
寝
て
い
る
時
間
も
あ
る
が
午
後
５
時

15
分
か
ら
午
前
８
時
30
分
ま
で
の
15
時
間

以
上
を
拘
束
し
て
い
る
。
仮
に
午
後
５
時

15
分
か
ら
午
後
10
時
ま
で
と
午
前
５
時
か

ら
８
時
30
分
ま
で
を
職
員
の
平
均
時
間
外

手
当
で
計
算
す
る
と
、
２
万
６
百
25
円
と

な
り
、
休
日
の
日
直
で
は
、
２
万
９
百
25

円
と
な
る
。
県
の
最
低
賃
金
で
み
て
も
、

１
万
８
百
69
円
と
１
万
千
27
円
と
な
る
。

　

ま
た
、
１
万
円
を
宿
日
直
手
当
と
し
た

予
算
額
は
、
年
間
６
百
15
万
円
で
あ
り
、

宿
日
直
業
務
を
民
間
に
委
託
し
た
場
合
の

費
用
は
、
約
２
千
２
百
万
円
と
多
額
と
な

る
見
込
み
の
ほ
か
、
外
部
委
託
し
た
場
合

の
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
手
当
の
増
額
を
１
万
円
と
し
て
対
応

す
る
こ
と
し
た
も
の
。

3月定例会　審議議案と採決状況

議案番号 議案名／議員名 議決
結果

松
本
由
理
子

西
塔　

正
樹

松
井
世
己
子

岩
根　

信
水

勝
二　

正
人

松
浦　

文
治

林　
　
　

稔

塚
本　

勇
仁

久
保　

喜
六

守
田　

幸
則

北
本　

俊
一

北　
　

信
幸

第５号 令和８年度宝達志水町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
第６号 令和８年度宝達志水町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
第７号 令和８年度宝達志水町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
第８号 令和８年度宝達志水町介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
第９号 令和８年度宝達志水町水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
第10号 令和８年度宝達志水町下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
第11号 令和８年度宝達志水町病院事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
第12号 令和７年度宝達志水町一般会計補正予算（第12号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
第13号 令和７年度宝達志水町国民健康保険特別会計補正予算 (第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
第14号 令和７年度宝達志水町後期高齢者医療特別会計補正予算 （第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
第15号 令和７年度宝達志水町介護保険特別会計補正予算(第４号) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
第16号 令和７年度宝達志水町病院事業会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

第17号 宝達志水町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

第18号 宝達志水町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する
条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

第19号 宝達志水町職員等の旅費に関する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
第20号 宝達志水町税条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

第21号 宝達志水町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定め
る条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

第22号 宝達志水町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

第23号 宝達志水町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

第24号 宝達志水町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

第25号 宝達志水町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

第26号 宝達志水町職員定数条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
第27号 宝達志水町手数料条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
第28号 宝達志水町過疎地域持続的発展計画の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
第29号 令和7年度宝達志水町一般会計補正予算（第13号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
第30号 町道小川南吉田線道路改良工事変更請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
第31号 町道向瀬所司原線道路災害復旧工事変更請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

報告第２号 専決処分の報告について
専決第２号　令和７年度宝達志水町一般会計補正予算（第11号） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

発委第１号 宝達志水町議会会議規則の一部を改正する規則について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○
発委第２号 宝達志水町議会傍聴規則の一部を改正する規則について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

○は賛成、×は反対、△は退場、欠は欠席。議長は、議事進行のため賛否表明はしない。
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生活応援商品券を給付

どんな内容

　物価高騰対策として、町民１人当たり１万
２千円分の地域商品券「ほっぴーさん商品券」
を給付する。

子育て応援手当を給付
2,517万円

どんな内容

　物価高の影響が長期化し、その影響を強く
受けている子育て世帯の支援として、こども
たちの健やかな成長を応援するため、物価高
対応子育て応援手当を支給するもの。

補正予算

１月臨時会
提出議案等　５件
この中から主なものを
ピックアップして紹介
します

物価高騰による負担を軽減物価高騰による負担を軽減

１億4,440万円

プレミアム商品券等で物価高対策

どんな内容

　物価高騰対策として、ポイントカード会の
ポイント10倍キャンペーン（2月実施済み）
の費用と、プレミアム商品券の給付（10月
実施予定）に係る経費を予算化。

上水道の基本料金を２か月間無料化
2,208万円

どんな内容

　石川県からの交付金を活用し、水道料金の
基本料金２か月分を実質的に無償化する。こ
れにより、物価高騰による住民生活への経済
的負担を軽減する。

7,460万円

１月臨時会　審議議案と採決状況

議案番号 議案名／議員名 議決
結果

松
本 

由
理
子

西
塔　

 

正
樹

松
井 

世
己
子

岩
根 　

信
水

勝
二　

 

正
人

松
浦　

 

文
治

林　
　

 　

稔

塚
本　

 

勇
仁

久
保　

 

喜
六

守
田　

 

幸
則

北
本　

 

俊
一

北　
　

 

信
幸

第１号 令和７年度宝達志水町一般会計補正予算（第10号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

第２号 令和７年度宝達志水町水道事業会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

第３号 町道子浦二口線道路災害復旧工事変更請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

第４号 財産の取得について（応接イス等の購入） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

報告
第１号

専決処分の報告について
専決第１号　令和７年度宝達志水町一般会計補正予算（第９号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

○は賛成、×は反対、△は退場、欠は欠席。議長は、議事進行のため賛否表明はしない。



表 

彰

　

４
月
14
日
、
石
川
県
町
村

議
会
議
長
会
の
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
席
上
で
表
彰
伝
達
式

が
行
わ
れ
、
石
川
県
町
村
議

会
議
長
会
か
ら
自
治
功
労
町

議
会
議
員
表
彰
が
久
保
喜
六

議
員
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

11
年
以
上
在
職
者
表
彰

久
保　

喜
六　

議
員

 第84号　宝達志水町議会だより （8）

議員活動報告議員活動報告
移住・定住への取り組みを学ぶ移住・定住への取り組みを学ぶ移住・定住への取り組みを学ぶ 石川県かほく市へ

ふるさと人口対策特別委員会
　令和８年２月４日、かほく市の移住・定住の施策を学ぶため、かほく市役所を訪問しました。
　かほく市は、出生人数が毎年250人から300人で推移していましたが、平成20年に241人に減っ
たことで危機感を抱き、平成22年に部局横断の市職員による「定住促進プロジェクトチーム」が
発足。３か月で９回ものプロジェクト会議が開催され、11の新規・拡充事業の提案があり、今も
事業は実施されています。
　提案事業の内容は、「かほく市新婚さん住まい応援事業補助金」制度、「不妊治療費助成」や「子
ども医療費助成」の拡充など。ライフステージに応じたトータル支援をと施策が展開されていました。

　

金
沢
市
議
１
名
、
白
山
市
議
１
名
、
羽
咋
市
議

１
名
、
志
賀
町
議
１
名
が
、
ペ
ッ
ト
避
難
の
調
査

の
た
め
、
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
当
町
が
実
施
し
た
総
合
防
災
訓
練
で
の

ペ
ッ
ト
避
難
の
様
子
や
、
訓
練
評
価
・
課
題
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

議員からのコメント

・宝達志水町の出生数を考えると、早く人口
を増やす取り組みや政策をやらなければと
思いました。
・宝達志水町は宅地造成と住宅開発が遅れて
いると感じました。
・わが町は、雇用機会の少なさや業者流出な
どの課題あり、人口増加だけでなく人口減
少の対策とした地域づくりが重要だと思い
ました。
・人口対策は、成果が出るまで３年程度かか
ることが資料から読み取れました。
・宝達志水町も、交通の便利な場所に宅地造
成を早急に行うべきだと思いました。

かほく市役所にて

ペ
ッ
ト
避
難
調
査
の
視
察

（
令
和
８
年
１
月
28
日
）

　

当
町
で
、
令
和
７
年
10
月
７
日
か
ら
開
始
し
た
、

電
子
回
覧
板
「
自
治
会
サ
ポ
！
」
の
調
査
に
、
三

重
県
鈴
鹿
市
議
会
の
議
員
４
名
が
、
本
町
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

導
入
の
経
緯
、
効
果
な
ど
の
質
問
を
受
け
ま
し

た
。

電
子
回
覧
板
「
自
治
会
サ
ポ
！
」
調
査
に

（
令
和
８
年
１
月
30
日
）

　

京
都
府
城
陽
市
議
会
の
議
員
２
名
が
、
災
害
時

の
災
害
対
策
本
部
の
動
き
を
知
り
た
い
と
、
本
町

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

町
の
危
機
管
理
監
の
位
置
づ
け
、
統
括
調
整
部

に
つ
い
て
の
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震

災
害
対
策
本
部
活
動
の
調
査
に

（
令
和
８
年
２
月
５
日
）

＝
視
察
の
受
け
入
れ
＝

＝
視
察
の
受
け
入
れ
＝
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議員６名が一般質問
　一般質問とは、議員が町政全般にわたって、町長などの執行機関に対して事務の執行状況や
将来の方針などについて質問し、説明・報告を求めるものです。

　※P10～15の二次元コードを読み取ると、Youtubeで配信されている各議員毎の一般質問をご覧に
　　なることが出来ます。

松浦　文治　議員
（10ページ）

久保　喜六　議員
（11ページ）

松井世己子　議員
（12ページ）

松本由理子　議員
（13ページ）

勝二　正人　議員
（14ページ）

西塔　正樹　議員
（15ページ）

１　車の使用を含めた避難計画は
２　まちづくり検定実施の考えは
３　子どものスマートフォン使用の調査は

１　町長が副町長時代に行った施策を問う
２　ハラスメントの要綱修正の考えはあるか

１　企業テーマパークの創出を
２　わが町の出生率低下に危機感
３　ほっぴーさんカード使用加盟店増加に働きかけを

１　ふるさと納税活用のビジョンは
２　ふるさと納税の具体的な使い道は
３　直近３か年のふるさと納税について

１　消防団員の確保策は
２　将来の消防体制は

１　新柳瀬会館の地元負担金は
２　どうする？志乎桜の里古墳公園
３　トキ放鳥で地域あげての行事はあるのか

町政を問う町政を問う町政を問う
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一
般
質
問
「
町
政
を
問
う
」（
町
政
全
般
に
わ
た
る
質
問
）

動画はコチラから

松浦　文治　議員

車の使用を含めた避難計画は
避難所は車中避難も考慮 危機管理監

　

避
難
は
「
原
則
徒
歩
」
と
す
る

自
治
体
は
多
い
が
、
車
の
移
動
が

不
可
欠
な
場
合
が
あ
る
。
車
の
使

用
も
含
め
た
避
難
計
画
・
ま
ち
づ

く
り
を
今
後
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

松
浦

　

車
避
難
の
計
画
は
、
す
で
に
現

在
の
避
難
所
で
車
中
避
難
を
考
慮

し
て
い
る
。
だ
れ
ひ
と
り
取
り
こ

ぼ
し
の
な
い
避
難
所
運
営
と
し
て
、

車
中
避
難
の
方
々
に
も
情
報
や
支

援
が
確
実
に
行
き
渡
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

災
害
の
発
生
を
完
全
に
防
ぐ
こ

と
は
、
極
め
て
難
し
い
。
し
か
し
、

被
害
は
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
た
め
の
取
り
組
み
を
、
こ
れ

か
ら
も
全
力
で
推
進
し
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

危
機
管
理
監

ま
ち
づ
く
り
検
定
は
、
単
に
知

識
を
問
う
だ
け
で
な
く
、
地
域
を

愛
す
る
人
を
育
て
る
役
割
が
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
検
定
実
施
へ
検
討
し

て
は
ど
う
か
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

方
か
ら
問
題
を
募
集
し
て
は
ど
う

か
。

　

ま
た
、
町
は
、
ま
ち
づ
く
り
人

材
の
育
成
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
・
強
化
、
既
存
組
織
等
の

活
動
促
進
・
活
性
化
を
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
か
。
特
に
、
町
へ

の
愛
着
や
誇
り
持
て
る
よ
う
、
幼

児
、
児
童
生
徒
へ
の
ふ
る
さ
と
教

育
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

松
浦

ま
ち
づ
く
り
検
定
実
施
の
考
え
は

民
間
か
ら
申
し
入
れ
あ
れ
ば
検
討町長

し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
ま
ち
づ
く
り
検
定
に

は
、
地
域
の
専
門
家
や
住
民
有
志

が
関
与
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
が

不
可
欠
。
関
係
各
課
、
関
係
機
関

と
の
調
整
が
必
要
と
考
え
る
。
ま

た
、
検
定
を
新
た
に
ゼ
ロ
か
ら
構

築
す
る
に
は
、
相
応
の
労
力
、
時

間
や
費
用
を
要
す
る
。
中
心
と
な

っ
て
、
企
画
・
制
作
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
の
確
保
も
不
可
欠
で
あ
る
。

県
内
の
あ
る
事
例
で
は
、
主
催

が
商
工
会
や
第
三
セ
ク
タ
ー
の
公

社
と
な
り
、
仕
組
み
構
築
か
ら
運

営
体
制
の
整
備
ま
で
に
１
年
以
上
、

費
用
は
数
百
万
円
を
要
す
る
と
の

こ
と
。

　

町
と
し
て
は
、
民
間
有
志
の
方

々
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
検
定
実
施

の
取
り
組
み
を
し
た
い
と
の
申
し

入
れ
が
あ
れ
ば
、
真
剣
に
検
討
し

た
い
。

　

検
定
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
の

自
立
的
活
動
と
し
て
地
域
の
文
化

や
観
光
、
課
題
を
学
ぶ
こ
と
は
、

地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
、
さ
ら
に

は
地
域
へ
の
参
加
意
識
を
高
め
る

効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
認
識

町
長

そ
の
他
の
質
問

　

本
町
の
子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
所
持
率
や
一
日
の
使
用

時
間
な
ど
の
利
用
調
査
を
行
っ
て

い
る
か
。

　

学
校
で
使
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
有
害
な
情
報
へ
の
対
策
は
。

松
浦

　

本
町
の
小
学
生
の
所
持
率
は
把

握
し
て
い
な
い
が
、
相
当
数
使
用

し
て
い
る
。
中
学
生
の
所
持
率
は
、

78
％
。
一
日
の
使
用
時
間
は
、
小

学
生
は
１
時
間
か
ら
２
時
間
が
最

も
多
い
。
中
学
生
で
は
、
３
時
間

以
内
が
最
も
多
い
。

　

町
が
貸
与
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
は
、
学
校
や
家
庭
で
使
用

す
る
際
、
有
害
な
情
報
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
防
ぐ
た
め
、
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
ソ
フ
ト
を
導
入
し
て
い
る
。

学
校
教
育
課
長
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一
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」（
町
政
全
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動画はコチラから

久保　喜六　議員

町
長
が
副
町
長
時
代
に
行
っ
た
施
策
を
問
う

こ
れ
ま
で
築
い
た
連
携
基
盤
を
活
か
す

町
長

　

町
長
が
副
町
長
在
任
中
、
本
町

の
将
来
を
見
据
え
、
関
与
・
推
進

し
て
き
た
次
の
６
つ
の
施
策
に
つ

い
て
、
当
初
掲
げ
た
目
的
が
現
在

ど
の
程
度
達
成
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ

て
い
く
の
か
を
伺
う
。

１　

ま
ん
が
図
書
館

２　

紋
平
柿
の
碑

３　

Ｄ
Ｍ
Ｏ（
観
光
地
域
づ
く
り
）

　
　

事
業

４　

宝
達
ス
ポ
ー
ツ
文
化
コ
ミ
ッ

　
　

シ
ョ
ン

５　

国
へ
の
職
員
派
遣

６　

箔
座
と
の
連
携
協
定

久
保

１　

ま
ん
が
図
書
館
は
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
場
と
し
て
令
和
４

年
６
月
に
開
設
。
開
館
時
間
の
変

更
な
ど
あ
り
、
利
用
が
減
少
傾
向

だ
っ
た
が
、
令
和
７
年
１
月
末
ま

で
利
用
人
数
は
、
令
和
６
年
１
月

末
ま
で
の
人
数
と
、
ほ
ぼ
同
じ

６
５
０
人
。
令
和
６
年
10
月
か
ら

は
不
登
校
児
童
生
徒
の
学
習
支
援

な
ど
を
行
う
「
あ
さ
が
お
教
室
」

が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

２　

本
町
を
紋
平
柿
発
祥
の
地
と

し
て
広
く
認
知
し
て
も
ら
う
た
め

設
置
し
た
。
こ
の
碑
に
は
、
大
粒

の
渋
柿
が
な
ぜ
宝
達
地
区
に
栽
培

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
の
説
明

が
抜
け
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
補

足
説
明
す
る
看
板
を
令
和
８
年
度

中
に
設
置
す
る
。

町
長

ハラスメントの要綱修正の考えあるか
要綱の修正を行う 参事 兼 総務課長

　

町
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
委
員

会
設
置
要
綱
第
３
条
の
委
員
構
成

は
、
委
員
長
を
副
町
長
と
す
る
と

な
っ
て
い
る
が
、
副
町
長
は
現
在

不
在
で
あ
る
。
要
綱
に
不
備
が
あ

る
と
思
う
が
、
修
正
の
考
え
は
あ

る
か
。

　

ま
た
、
本
町
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
条
例
は
存
在
す
る
か
。

久
保

　

別
ル
ー
ト
の
相
談
も
あ
っ
た
方

が
い
い
と
考
え
て
い
る
。

町
長

　

町
で
は
、
令
和
４
年
に
「
町
職

員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等
に
関

す
る
指
針
」
、
「
町
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
委
員
会
設
置
要
綱
」
「
町

職
員
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
員
要

綱
」
を
制
定
し
た
。

　

副
町
長
不
在
に
よ
る
委
員
長
不

在
時
に
は
、
同
類
の
例
規
を
参
考

に
す
る
と
、
参
事
が
そ
の
職
に
な

る
と
あ
る
。
要
綱
の
不
備
は
、
早

急
に
改
正
す
る
。

参
事
兼
総
務
課
長

３　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
の
設
立
を
目
指

し
て
い
た
が
、
設
立
に
至
る
課
程

に
つ
い
て
担
当
課
と
当
時
の
町
長

で
食
い
違
い
が
あ
り
、
設
立
に
至

ら
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

私
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宝
達
ス
ポ
ー

ツ
文
化
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
強
化
し
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
的
な
機
能
も
持
っ
た
団
体

と
し
た
い
。

４　

宝
達
ス
ポ
ー
ツ
文
化
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
、
組
織
の
経
営
戦
略
や

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
精
通
し
た
外
部

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
き
、
機
能

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

５　

国
へ
の
職
員
派
遣
は
、
職
員

個
人
、
町
組
織
の
双
方
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
考
え
る
。
令
和
８
年

度
は
、
国
土
交
通
省
に
１
名
を
派

遣
す
る
。

６　

宝
達
山
を
利
活
用
し
た
地
域

活
性
化
を
図
る
た
め
令
和
元
年
10

月
に
金
箔
製
造
販
売
を
行
う
箔
座

株
式
会
社
と
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。

本
町
の
Ｐ
Ｒ
に
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
は
、
相

談
員
に
言
え
な
い
事
が
あ
る
。
そ

の
場
合
の
考
え
は
あ
る
か
。

久
保
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一
般
質
問
「
町
政
を
問
う
」（
町
政
全
般
に
わ
た
る
質
問
）

動画はコチラから

松井世己子　議員

企業テーマパークの創出を
企業誘致や町内企業に働きかけたい 町長

　

か
ほ
く
市
内
の
企
業
テ
ー
マ

パ
ー
ク
に
連
日
大
勢
の
人
が
見
学

し
て
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

　

我
が
町
に
も
、
企
業
が
あ
る
の

で
企
業
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
企
業

や
商
工
会
と
連
携
し
て
つ
く
れ
ば

町
に
賑
わ
い
が
で
き
て
い
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

松
井

　

松
井
議
員
が
言
わ
れ
た
企
業
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
は
総
工
費
約
70

億
円
と
聞
い
て
い
る
。

　

町
は
継
続
し
て
企
業
誘
致
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な

企
画
・
事
業
を
実
現
し
て
も
ら
え

る
大
企
業
や
本
町
の
企
業
に
も
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

町
長

我
が
町
で
昨
年
、
赤
ち
ゃ
ん
が

生
ま
れ
た
数
は
40
人
に
満
た
な
い

と
聞
く
。
将
来
の
我
が
町
の
事
を

考
え
る
と
、
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

思
い
切
っ
た
政
策
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　

例
え
ば
、
生
ま
れ
た
ら
毎
月

10
万
を
補
助
す
る
施
策
や
、
住
め

ば
１
０
０
万
円
補
助
な
ど
の
施
策

は
ど
う
か
。
ま
た
、
財
源
と
し
て

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
は
ど

う
か
。

松
井

我
が
町
の
出
生
率
低
下
に
危
機
感

若
年
女
性
の
町
外
流
出
に
歯
止
め
を町長

　

ま
た
、
移
住
・
定
住
分
野
に
お

い
て
、
本
町
の
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得

奨
励
金
は
、
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
３
０
０
万
円
、
移
住
支
援
金
も

１
０
０
万
円
で
あ
り
、
他
に
も
民

間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
補
助
制
度
な

ど
の
取
組
も
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ

Ｐ
Ｒ
が
不
足
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

　

令
和
８
年
度
予
算
で
は
、
長
ら

く
着
手
で
き
て
い
な
か
っ
た
宅
地

の
整
備
、
分
譲
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
お
り
、
ま
ず
は
町
有
地
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
が
、
継
続

し
て
宅
地
を
提
供
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
と
し
た

取
組
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
準
備

す
る
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
設
置
と

あ
わ
せ
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
際
の
補
助

政
策
に
つ
い
て
は
、
先
進
地
の
事

例
を
調
べ
た
上
で
今
後
必
要
な
施

策
を
検
討
す
る
。

町
長

そ
の
他
の
質
問

　

ほ
っ
ぴ
ー
さ
ん
カ
ー
ド
は
ア
ル

ビ
ス
や
ゲ
ン
キ
ー
で
使
え
ず
不
便
。

町
か
ら
加
盟
店
に
な
る
よ
う
働
き

か
け
ら
れ
な
い
か
。

松
井

　

ほ
っ
ぴ
ー
さ
ん
カ
ー
ド
を
運
営

す
る
宝
達
志
水
町
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
会
は
、
地
域
の
中
小
事
業
者
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
町
の
経
済
循

環
の
促
進
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
。

加
盟
店
に
つ
い
て
は
、
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
会
の
運
営
方
針
で
決
め
ら

れ
て
お
り
、
町
か
ら
事
業
者
へ
の

働
き
か
け
は
可
能
だ
が
、
最
終
的

に
は
カ
ー
ド
会
の
判
断
に
委
ね
ら

れ
る
と
考
え
て
い
る
。

町
長
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政
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質
問
）

動画はコチラから

松本由理子　議員

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
活
用
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

「
子
育
て
す
る
な
ら
宝
達
志
水
町
」
で町長

　

本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で

は
、
寄
付
者
が
使
途
を
選
択
で
き
、

そ
の
中
に
は「
町
長
に
お
ま
か
せ
」

と
い
う
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、「
町
長
に
お
か
ま
せ
」

と
さ
れ
た
寄
付
金
に
つ
い
て
、
町

長
は
本
町
を
ど
の
よ
う
な
町
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
、
そ
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
く
の
か
。

松
本

　

昨
年
の
所
信
表
明
や
提
案
理
由

の
と
お
り
、
子
育
て
世
代
に
「
子

育
て
す
る
な
ら
宝
達
志
水
」
と
認

識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
令
和
８

年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
は
、
子

育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
や
定
住

促
進
、
人
材
育
成
・
確
保
に
つ
な

が
る
施
策
を
重
点
的
に
計
上
し
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
は
、
将
来
に
わ

た
る
人
材
確
保
と
地
域
の
持
続
可

能
な
発
展
を
見
据
え
た
も
の
で
あ

り
、
町
と
し
て
重
要
な
予
算
編
成

の
柱
と
位
置
付
け
て
い
る
。

町
長

ふるさと納税の具体的な使い道は
上位計画を踏まえ住民福祉の向上を 町長

　
「
町
長
に
お
ま
か
せ
」
と
さ
れ

た
寄
付
金
の
具
体
的
な
充
当
先
に

つ
い
て
、
ど
の
事
業
に
い
く
ら
充

当
し
た
の
か
、
ま
た
充
当
方
針
は

ど
の
よ
う
な
基
準
で
決
定
し
て
い

る
の
か
。

松
本

　

直
近
３
か
年
で
は
、
町
民
セ
ン

タ
ー
改
修
事
業
に
約
２
億
２
千
万

円
、
宝
の
住
ま
い
る
応
援
事
業
に

約
１
億
２
千
万
円
、
農
産
物
等
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
に
約
３
千
万

円
、
企
業
誘
致
対
策
事
業
に
約

１
千
５
百
万
円
、
教
育
・
子
育
て

の
充
実
等
そ
の
他
の
施
策
に
約

１
億
８
千
万
円
を
充
当
し
て
い
る
。

　

充
当
額
に
つ
い
て
は
、
寄
付
受

入
額
お
よ
び
各
事
業
の
財
源
状
況

を
踏
ま
え
、
決
算
に
て
明
ら
か
に

し
て
お
り
、
総
合
計
画
や
総
合
戦

略
な
ど
、
施
策
推
進
の
根
幹
と
な

る
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
、
事

業
効
果
、
住
民
福
祉
の
向
上
な
ど

を
勘
案
し
決
定
し
て
い
る
。

財
政
課
長

そ
の
他
の
質
問

　

直
近
３
か
年
の
ふ
る
さ
と
納
税

寄
付
総
額
に
つ
い
て
、「
町
長
に

お
ま
か
せ
」
と
さ
れ
た
金
額
お
よ

び
そ
の
割
合
は
。

松
本

　

使
い
道
11
項
目
の
希
望
割
合
は
、

令
和
７
年
度
１
月
末
時
点
の
数
値

で
、
上
位
３
位
は
、「
教
育
、
子

育
て
の
充
実
」
が
全
体
の
38
％
で

６
億
９
千
万
円
、「
町
長
に
お
ま

か
せ
し
ま
す
」
が
29
％
で
５
億
２

千
万
円
、「
環
境
保
全
、
防
災
の

充
実
」
が
９
％
で
１
億
７
千
万
円

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
で
は
、「
町
長
に

お
ま
か
せ
し
ま
す
」
が
34
％
で
６

億
１
千
万
円
、「
教
育
、
子
育
て

の
充
実
」
が
29
％
で
５
億
２
千
万

円
、「
環
境
保
全
、
防
災
の
充
実
」

が
11
％
で
２
億
円
の
順
。

　

令
和
５
年
度
で
は
、「
教
育
、

子
育
て
の
充
実
」
が
39
％
で
４
億

５
千
万
円
、「
町
長
に
お
ま
か
せ

し
ま
す
」
が
28
％
で
３
億
２
千
万

円
、「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

災
害
支
援
」
が
８
％
で
９
千
万
円

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

商
工
観
光
課
長
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一
般
質
問
「
町
政
を
問
う
」（
町
政
全
般
に
わ
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質
問
）

消
防
団
員
の
確
保
策
は

持
続
可
能
な
体
制
づ
く
り
を

危
機
管
理
監
兼
環
境
安
全
課
長

　

消
防
団
の
合
併
後
、
訓
練
や
出

動
、
行
動
の
参
加
状
況
は
ど
う
変

化
し
た
の
か
。
合
併
前
と
く
ら
べ

て
団
員
の
負
担
感
や
活
動
量
に
変

化
が
あ
っ
た
か
。

　

消
防
団
員
確
保
の
た
め
の
具
体

策
は
あ
る
の
か
。
特
に
、
柔
軟
な

制
度
導
入
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

の
町
の
考
え
は
。

勝
二

　

主
要
行
事
へ
の
参
加
率
は
、
分

団
統
合
前
の
直
近
５
年
間
で
約

83
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
統
合

後
は
約
63
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
や
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
に
よ
り
行
事
や
訓
練
が
中

止
に
な
っ
た
外
的
要
因
が
大
き
い

と
分
析
し
て
い
る
。

　

直
近
５
年
間
の
入
団
者
数
は
年

間
平
均
３
人
で
あ
り
、
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
団
員
が
活
動
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

令
和
８
年
度
か
ら
は
資
格
取
得

補
助
制
度
を
新
設
し
、
入
団
に
魅

力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
施

策
を
推
進
し
て
い
く
。
消
防
自
動

車
を
運
転
す
る
た
め
の
免
許
取
得

に
加
え
、
大
型
特
殊
車
免
許
、
可

搬
消
防
ポ
ン
プ
等
整
備
資
格
者
、

危
険
物
取
扱
者
、
消
防
設
備
士
、

防
火
管
理
者
等
の
取
得
に
係
る
費

用
を
町
独
自
で
補
助
す
る
。

危
機
管
理
監
兼
環
境
安
全
課
長

将来の消防体制は
消防署との連携強化を図る 危機管理監兼環境安全課長

　

将
来
の
消
防
体
制
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
団
員
確
保
が
さ
ら
に
困

難
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
町
は
、

ど
の
よ
う
な
消
防
体
制
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

勝
二

　

本
町
消
防
団
で
は
年
に
３
回
、

消
防
署
と
合
同
で
火
災
防
ぎ
ょ
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
。
近
年
、
全

国
的
に
多
発
す
る
大
規
模
災
害
に

よ
り
、
消
防
団
に
求
め
ら
れ
る
役

割
は
一
層
多
様
化
し
て
い
る
。

動画はコチラから

勝二　正人　議員

　

今
後
は
、
地
震
や
土
砂
災
害
等

を
想
定
し
た
合
同
訓
練
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
、
消
防
署
と
の
連

携
強
化
を
図
り
な
が
ら
地
域
防
災

力
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
て
い

く
。
加
え
て
、
大
規
模
災
害
時
に

は
自
治
体
単
独
で
の
対
応
に
は
限

界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
市
町

の
消
防
団
と
の
情
報
共
有
や
合
同

訓
練
の
実
施
な
ど
、
平
時
か
ら
の

連
携
体
制
の
構
築
を
進
め
、
広
域

的
な
相
互
応
援
態
勢
の
強
化
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
。

宝達志水消防団
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一
般
質
問
「
町
政
を
問
う
」（
町
政
全
般
に
わ
た
る
質
問
）

柳瀬会館、地元負担金は
一割負担となっている　参事兼総務課長

　

旧
柳
瀬
会
館
、
新
柳
瀬
会
館
な

ど
の
地
元
負
担
金
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

　

周
辺
の
道
路
、
上
下
水
道
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
１
日
も
早
く

と
望
む
が
、
町
と
し
て
の
見
解
は
。

ま
た
、
空
地
化
す
る
地
区
を
今
後

ど
の
よ
う
に
再
建
に
向
け
て
い
く

考
え
な
の
か
。

西
塔

　

令
和
８
年
度
当
初
予
算
に
は
、

旧
柳
瀬
会
館
の
解
体
工
事
の
実
施

設
計
業
務
の
経
費
を
計
上
し
て
い

る
。
実
施
設
計
後
に
解
体
工
事
経

費
を
予
算
措
置
す
る
。
こ
の
解
体

工
事
は
、
地
元
負
担
は
考
え
て
い

な
い
。

　

新
柳
瀬
会
館
周
辺
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
は
、
下
水
道
災
害
復
旧
工
事

を
令
和
８
年
度
の
開
始
早
々
に
発

注
し
、
秋
以
降
に
着
工
。
令
和
９

年
度
中
に
完
成
す
る
予
定
。
な
お
、

町
内
イ
ン
フ
ラ
全
般
に
関
す
る
災

害
復
旧
は
、
令
和
11
年
末
ま
で
に

は
完
了
す
る
見
込
み
。
ま
た
、
空

き
地
と
な
っ
た
エ
リ
ア
は
、
一
義

的
に
は
所
有
者
の
意
向
次
第
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
町
は
、
可
能

な
点
は
協
力
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。 町

長

現
在
休
館
し
て
い
る
古
墳
の
湯

施
設
及
び
公
園
周
辺
を
整
備
強
化

し
て
、
春
の
桜
の
シ
ー
ズ
ン
に
合

わ
せ
、
町
内
外
か
ら
の
人
を
呼
び

込
む
と
い
っ
た
考
え
は
。

西
塔

ど
う
す
る
？
志
乎
桜
の
里
古
墳
公
園

環
境
整
備
を
検
討

町
長

　

古
墳
の
湯
の
再
開
に
合
わ
せ
て
、

敷
地
内
及
び
駐
車
場
の
桜
の
剪
定

や
、
駐
車
場
の
ラ
イ
ン
整
備
等
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
古
墳
公
園
全
体
の
在
り

方
や
周
辺
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
ま

で
の
間
、
公
園
施
設
及
び
周
辺
の

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
、
安
全

で
快
適
に
利
用
で
き
る
環
境
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

な
お
、
有
志
の
方
々
で
古
墳
公

園
を
使
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
実

施
し
た
い
人
が
い
る
場
合
に
は
、

町
と
し
て
支
援
を
検
討
し
た
い
。

町
長

そ
の
他
の
質
問

　

ト
キ
放
鳥
で
保
育
所
、
小
・
中

学
校
、
高
等
学
校
、
地
域
を
上
げ

て
盛
り
上
げ
て
行
く
事
が
大
切
だ

と
思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

西
塔

　

本
町
を
含
め
た
能
登
９
市
町
の

小
学
生
が
ト
キ
と
の
共
生
等
を
誓

う
「
ト
キ
共
生
宣
言
（
仮
称
）」

を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
押
水

小
学
校
が
参
加
す
る
。
他
に
も
小

学
校
で
、
４
年
生
か
ら
６
年
生
に
、

ト
キ
の
生
態
や
環
境
の
大
切
さ
を

学
ぶ
環
境
教
材
を
配
布
し
た
り
、

５
年
、
６
年
生
に
、
ト
キ
の
知
識

を
深
め
る
目
的
で
検
定
を
実
施
し

た
り
と
、
ト
キ
に
つ
い
て
学
ぶ
各

種
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
課
長

動画はコチラから

西塔　正樹　議員

　

柳
瀬
会
館
建
設
に
係
る
総
事
業

費
（
分
譲
宅
地
に
係
る
費
用
の
一

部
も
含
む
）
は
、
建
設
費
と
土
地

整
備
費
を
合
わ
せ
て
１
億
６
千
９

百
万
円
で
、
そ
の
う
ち
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
助
成
金
が
２
千
万

円
、
建
設
費
補
助
金
を
含
む
町
負

担
が
１
億
３
千
５
百
25
万
円
、
残

り
の
１
千
３
百
75
万
円
は
柳
瀬
区

の
負
担
で
、
１
割
負
担
と
な
っ
て

い
る
。

参
事
兼
総
務
課
長
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（令和８年３月10日・
 令和８年４月９日開催）

地域の課題を知る　議会の傍聴地域の課題を知る　議会の傍聴
　本会議は、どなたでも簡単な手続きで傍聴することができます。まずは足を運んでみませんか。

手続きはどうやって？
　１　本会議当日、宝達志水町役場３階の議会事務局で、傍聴人受付用紙に      
　　　住所、氏名を記入します（受付時間：午前９時から）

　２　傍聴券や質問内容を記載した資料を受け取って、傍聴席へ　
　　　お入りください（席には限りがあるため先着順です） 
　　　＊飲食、喫煙できないなど注意事項があります。 　　　　　　　　　

傍聴は、議会活動や町政方針などを身近に知る方法ですので、ぜひお越しください。　
本会議は、YouTube によるインターネット配信やケーブルテレビ（さくらチャンネル）
による放送を行っていますので、ぜひご覧ください。
※さくらチャンネルの視聴は、広報宝達志水に掲載してある番組ガイドをご確認ください。

議会だよりに関するアンケート

読みやすく、わかりやすい「議会だより」にするため率直な声をお聞かせください。
右の二次元コードのアンケートフォームや FAX、Ｅメールなどでお寄せください。

次の定例会
本会議のお知らせ

[再開]６月19日(金)
午後２時

[開会]６月11日(木)
午前10時

宝達志水町議会中継

議会からのお詫び
　このたびの本町議会議員による議場内での不適切な行為に関し、刑事手続きにおいて傷害罪
による起訴がなされ、罰金刑が科されたと報道がありました。町民の皆様に大きなご心配とご
不信を招いたことにつきまして、議会を代表し深くお詫び申し上げます。
　議会の信頼にも関わる問題であることを重く受け止め、議長として、当該議員に厳重注意を
行いました。また、事案の発生防止のため、全議員を対象に研修等を実施します。
　議員一人ひとりがその責任を自覚し、議会の品位と秩序を守りながら、町民の負託に応える
議会運営に努めてまいります。

宝達志水町議会
議長　林　　　稔


